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活動方針・目的 

　　私たち（特）自然回復を試みる会・ビオトープ孟子は、1998年2月、海南市孟子荒糸（通称：不動

　　谷）の一角に水辺ビオトープを掘削し、そこに集まる水生昆虫を地元の小中学生とともに観察するこ

　　とから始めた里山保全を目的とするＮＰＯ法人です。2002年2月、ＮＰＯ法人として登記し、孟子

　　不動谷の豊かな里山自然を活かした地域活性化を活動方針として事業展開をしています。 

 

1．活動内容 

　　◎孟子不動谷の里山保全活動　　　 

　　　動植物モニタリング調査　　　 

　　　無農薬稲作・畑作　　　 

　　　炭焼き　　 

　　◎環境学習の拠点としての活動　 

　　　人材登録（和歌山県環境教育アドバイザ） 

　　◎モニタリング、史跡　　 

　　　研究「北野上・山東地誌」編纂（和歌山県海草振興局） 

　　◎高齢者の生きがいづくり 

　　◎日本ユネスコ未来遺産登録 

　　　「孟子不動谷生物多様性活性化プロジェクト」が採択（平成21年12月） 

 

2．他の活動団体の参考となる事例 

　（1） 間伐材を活用したトンボ池（水辺ビオトープ）の補強国土緑化推進機構助成金 

　（2） 紀の国森づくり基金の積極的活用　　里山資料館改築＆大旗山里道改修　　 

　（3） 指定管理者制度の活用　海南市わんぱく公園 

 

今後の課題等　 

前述のように2009年度の日本ユネスコ「未来遺産」への登録が決定しました。そこで行う2年間の「生物

多様性活性化プロジェクト」は地元の中学生と協働により行うこに決定しています。　　 

しかし、「100年後の子どもたちに孟子の里山を残す」をコンセプトとする未来遺産の登録は未来永劫継

続します。このことにより、孟子不動谷の無農薬稲作、畑作、炭焼きの継続の仕組みづくりとより強固な

コミュニティの構築を求められるようになりました。　　 

今後海南市および和歌山県との連携を密にしながら、孟子の里山保全活動の次世代の担い手の組織を構

築するとともに、里親企業の発掘にむけての課題が山積しています。 

孟子不動谷の里山自然を活かした地域活性化の取り組み 

孟子不動谷の里山自然を活かした地域活性化の取り組み 

NPO法人自然回復を試みる会・ビオトープ孟子 

理事　○有本 智　　  会員　山本 昌寛 
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孟子不動谷の里山自然を活かした地域活性化の取り組み 




